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西洋古代地名・人名のカタカナ表記をめぐって

野中夏実

昨年六月、一年半かかってようやく翻訳『ギリシア・ローマ歴史地図』が完

成した。原書は Atlasof Classical History， ed. Richard J. A. Talbe口， Croom Helm， 

London & Sidney， 1985で、ギリシア・ローマ関係の専門家によって学生や一般

の読者を対象に編まれた、地図と解説を組み合わせた参考書である。時代的に

はおおざっぱにいって新石器時代から初期キリスト教時代まで、地域的には西

はブリタニアから束はインドまで、北はバルト海から南はアフリカ大陸までの

広い範囲にわたっている。地図の作成には当然のことながら複数の研究者が慌

わっており、地名の表記は、原著者-の序文にもある通り、現在のところ完壁な

解決法が存在しないため、ラテン語の綴りが探用される場合が多く、項目問あ

るいは地図と解説文の聞に不統一が散見される。地図の部分の翻訳を担当し、

そうした地名を日本語のカタカナに置き換えるという作業を通して、カタカナ

表記の問題性を痛感した次第である。

翻訳にあたってまずいくつかの原則をたてた。原則といっても必ずや例外が

出てくるであろうから、一貫性はあまり期待できないのだが、とにかく原綴り

で同じ文字が用いられているものには、同じカタカナを充てることである。ギ

リシア語地名では、語尾の -oc;/・us、ーov/-umはそれぞれ「オスj 、 「オン」

で置き換える。たとえば Miletosは「ミレトス」、 Pharsalusは「ファルサロス」、

Pergamonは「ベルガモン」、 Byzantiumは「ビュサ'ンティオシ」であるという

ように。それから -vーは、 OlympiaIオリュンピア」、 TirynsIティリュンス」

のように「ュJで表す。・σσ・、・TT・は、 Halicarnassos Iハリカルナッソス」、

Adramyttium IアドラミュッテイオンJのように、按音で去す。 xは ChiosIキ

オス」、 AcharnaiIアカルナイJのようにカ行で、。は DclphiIデルフォイ」、

Philippi Iフィリッポイ」のように半濁点をつけずにファ行で表す。ただし現在

も使われている地名で日本語でも定着しつつあるものは、それを優先させた。
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たとえば Cyprosは「キュブロス」ではなく「キブロスJ、Alcxandriaは「アレ

クサンドレイア」ではなく「アレクサンドリア」とした。さらに先史lI，j代の泣

跡等で現代の地名が呼び名となったものは、現代ギリシア語による発音をもと

にしたカタカナに置き換えた。たとえばメロス島の Phylakopi rフィラコピ」、

スパルタ近郊の Vaphio ヴァフィオ」など。なお音引きゃ -ppーや・入入ーの場

合は極力簡略化に努めた。

ローマ時代になると U~M'はもっと複維化する。イタリア半島の地名は、現代

名を除いて原則としてラテン語読みにした。ただし山・河 .mlの名前jは現代イ

タリア語名を採用し、古名は必要に応じて括弧内に示した。しかし街道名など

形容詞形がJIIいられているものは、どうしたものか迷うところである。 ViaAppia

というのはもともと Appiusの街道という意味であるが、ヨーロッパ語のように

名詞に対応する形容詞をもたない日本語ではどう表現すべきであろうか。 Via

Appiaの場合は「アッピア街道」という訳が定着しているのでそれにしたがうと

しても、 ViaAcmilia、ViaFlaminia、 Via Acmilia Scauriとなるとどう訳せばよい

のだろうか。 rアエミリウス街道」、 「フラミニウス街道」、 「アエミリウス・

スカウルス街道」か、それとも「アエミリア街道」、 「フラミニア街道」、 「ア

エミリア・スカウリ街道」か。まるで「アエミリアj 、 「フラミニア」という

ものが存在するかのようであるが、 「アッピア街道Jに合わせてそうすること

にした。それから厄介なのがマグナ・グラエキアとシチリアの地名である。た

とえば現在 Taranto ターラント」と呼ばれる都市は、もともとギリシア植民

di Taras rタラス」だったが、ラテン語名は Tarasにラテン語尼をつけた

Tarcntum rタレントゥム」と ColoniaNcptunia rコロニア・ネブトゥニア」の二

つある。それらはどのように使い分けられていたのか、それぞれいつ頃から使

われていたのか、並行して使われていたのかなど、単なる地名の表記にとどま

らない大きな問題へと発展していく。 PoscidoniarポセイドニアJ/ Pacstum rパ

エストゥム」の場合も同様である。こうしたものは地図上で示すか、または索

引に入れるかのいず、れかの方法を採った。

ローマ時代の西方ラテン語圏については、古名はラテン語読み、現代名は英・

仏・独などの現代語読みにした。束方ギリシア語固については、ギリシア時代

の地名を引き継ぐものはギリシア語読みに(rビュサーンテイオン」など)、ロー

マによって新しく築かれた都市の名前は Pompeiopolisrボンベイオポリス」、

Hadrianopolis rハドリアノポリス」のようにラテン語読みにした。また Jerusalcm

イェルサレムの場合それはユダヤ名で、ギリシア名は Hierosolymarヒエロソリ
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ュマJ、ラテン名は AeliaCapitolina Iアエリア・カピトリナ」である。そういう

場合は地図上あるいは索引で網羅するよう努めた。

さてこのような原則をたてても、矛盾は避けられない。たとえば小アジアか

らインドにいたるまでの地域に「アレクサンドリア」と名のつく郡山ーは少なか

らずある。それらはアレクサシドロス大王によって築かれたためにそう呼ばれ

ている。エジプ卜のアレクサンドリアのように単担で!日いられる例は問題ない

が、それに形容詞が付されたAlcxandreiaEschatcのような例では、日本dltで定

着しているラテン語読みの「アレクサンドリアJとギリシア語形容詞「ヱスカ

テJ( IさいはてのJの意)を組み合わせて「アレクサンドリア・ヱスカテ」とし

なければならない。

このように、問題は主としてギリシア語名、ラテン語名をどう扱うか、歴史

的に正確な地名と日本で定着している地名といずれを優先させるかといったこ

とに集約される。

外国語固有名詞の和訳では、古代ギリシア語、ラテン語、英・仏・独・伊・

希等の現代語の発音にしたがってカタカナに置き換えていくという方式が一般

的である。しかしヨーロッパ諸語では、逆に外国語固有名詞を白国語式に読み

換えるという方式が採られているようである。

パリからミラノに向かう途中、ローザンヌで来った列車で布jの席にすわって

いたイタリア人らしい老人が、 「セイ・モンタータ・ア・ロザンナ、ウーェーロ?J 

と話しかけるので、 「ロザンナ」とはいったいどこのことなのだろうかと思っ

ていると、しばらくたってそれがローザンヌのことであると気がついた。スイ

スのフランス語圏の都市Lausanneのことを、日本では「ローザンヌ」というが、

イタリア語では Iρsanna ロザンナ」というのである。フランスの首都はフラ

ンス語で Paris パリ」、英語で Paris パリス」、ドイツ語で Paris パリ

ースJ、イタリア語で Parigi Iパリージ」、現代ギリシア語で口αp[Ol パリー

シ」であるが、日本語ではフランス語読みの「パリ」を用いている。同様にパ

ヴアリアの都市 MunchenIミュンヘンj は、英語・フランス語で Munich ミ

ユニック」、イタリア語で Monaco モナコ」、現代ギリシア語で MovαXOIモ

ナホ」であるが、日本語ではドイツ語読みの「ミュンヘン」を使っている o

この方式は地名にかぎらず、人名にもあてはめられる。学部のときフランス

人の先生によるギリシア悲劇の講義の最初の時間に出てみると、 「エシル」と

さかんに繰り返しているので、何か重要なことにちがいないようだがいったい

何だろうかと思っているうちに、しばらくたってそれがアイスキュロスのこと
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だとわかったということがある。フランス請では AlσXÚ入0宝のことを E~chylc

「ヱシル」というのである。同様に "Of1T]POヲ 「ホメロス」はフランス語では

Homerc rオメール」であり、日入OUTOPXO吉「プルタルコス」は Plutarquc rブリ

ユタルク」であり、 Vergilius rウエルギリウスJは Virgilc ヴ、ィルジルj とな

る。そこでは原語に忠実であろうとする複雑な配慮は、最初から放棄されてい

るかのごとくに見える。

高校の世界史の授業で、神聖ローマ皇帝カール v世は、同時にスペイン王カ

ルロス 1Utでもあったということを習ったときに、同一人物でありながら二通り

の名前をもつことを不思議に思ったのを党えている。また最近ボンベイ近郊の

ヴィラの発掘についてのイタリア語の文章を訳していたときに、 Franccsco1 di 

Borboncという人物の名をどう去したらよいものか迷った。もともとフランス

の家柄である「ブルボン家」に合わせてフランス語式にすると、有名なルネサ

ンス時代のフランス国王と同じ Francois1" (dc Bourbon) rフランソワ 1!ltJ とな

る。逆にイタリア国王であることからイタリア語に統一すると「ボルボーネ家

のフランチェスコ 1IItJとなり、王家名が日本人にとって聞き慣れないものとな

ってしまう。結局不統一は承知|の上で、 「ブルボン家のフランチェスコ I世」と

いう折衷的な訳に落ち着いた。

それからギリシア・ローマ神話の神々の名前がたとえばフランス語に採り入

れられたものなどはどうすべきなのだろうか。担当しているフランス語の授業

で、フランス文化紹介の一環として、ヴェルサイユ宮殿とその庭園の話をした

ことがある。宮殿の部屋のいくつかには、 Salond'Herculcs， Salon dc Mars， Salon 

d'Apollonといったギリシア・ローマの神々の名前が付せられている。また広大

な庭凶にも、 Fontainedc Latonc， Bassin d' Apo IIon ， Bassin dc Neptunc， Bain dcs 

nymphes dc Diancといったようなやはりギリシア・ローマのや11々 の名前を冠した

泉水や噴水がある。授業ではあまり深く考えずに、 「ヘラクレスの問」、 「マ

ルスの間」、 「アポロンの間」、そして「ラトナの泉水」、 「アポロンの泉水」、

「ネブトゥヌスの泉水J、 「ディアナのニンフの水浴の泉」という風に話した

のだが、あとで学生に感想を書かせたところ、それらはもともとギリシア神話

に由来するものであるから、ギリシア式にすべきなのではないかということを

書いた学生がいた。すなわち、 「マルスの問」ではなく「アレスの!日JJ、 「ネ

ブトゥヌスの泉水」ではなく「ポセイドンの泉水」、 「ディアナのニンフの水

浴の泉」ではなく「アルテミスのニュンファイの水浴の泉」等々とした方がよ

いのではないかというのである。そういわれてみると、たしかにその方が-rt
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性があることはたしかである。しかし Neptuneや Diancといった神々の名はラ

テン語を経てフランス語に入ってきたものであり、フランス文化の枠内におさ

まっているそうした名前に対して、 「ポセイドン」、 「アルテミス」というカ

タカナを対応させることにはどうも違和感がある。

つまり、固有名詞等のカタカナ表記はそれ自体さまざまな矛盾をはらんでい

るものである。しかし今のところ完壁な表記というものはまだ存在しないので

あるから、我々としては、原語の発音に忠実であることと、日本人にとってわ

かりやすいものであること、という二つの基準の問でバランスを取りながら、

適切な訳語を模索してゆかなければならない。このように用語のレヴ、エルで注

巡しているのは、いかにも不本意なことと忠われるが、外国文化の研究を日本

語でつづけていく以上やむを得ないことであろう。
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